　　　　　　

暑い暑い夏の日のこと。アリさんたちは寒い冬に備えて、雨の日も風が強い日も一生懸命働いていました。
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みんなで力を合わせて食べ物を運ぶアリさん、トンネルを頑張って掘り進めるアリさん。みんなみんな,それは一生懸命働いていました。

そんなある日。一匹のキリギリスが草陰で楽しそうに歌を歌っていました。
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「アリさん、アリさん。なんで君たちはこんなに暑い夏の日に、そんなに汗水たらして働いているんだい？」
キリギリスはアリさんをこばかにしたような感じで言いました。
アリさんは「なにを言うんだ、キリギリス君。汗水たらして働かないと、食料がなくなるじゃないか。寒い冬を越すためには、今のうちから働かないといけないよ。きみも歌を歌うのはほどほどにして、少しは食べものでも運んでおいたほうが将来のためにいいよ。」とキリギリスに忠告しました。

しかし、キリギリスは「ばかだなぁ。せっかくの夏だよ。好きなことをして楽しまないとつまらないじゃないか。」と全く相手にしません。

それどころか、「僕は働かなくても、冬には食料がたくさん手に入るんだ。アリさんたちにも、その方法を教えてあげるよ。この方法ならこうして遊んでいても、お金が増えて食料なんてたくさん買えるよ。」とキリギリスはアリさんに「マネーゲーム」の話をしました。
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キリギリスの言うマネーゲームとは、リスト上の数人の銀行口座に一定のお金を振り込んだ後、リストの最上位者を削除して、下位の者の順番を繰り上げ、自らが最下位の位置に参加して、これをインターネットのダイレクトメール等で多数人に送りつけて勧誘すると言うものでした。

始める前に、いくらかお金を支払うことが必要だが、できるだけたくさんの人を勧誘すれば莫大な収入がもらえるというのです。
キリギリスは既に送られてきたダイレクトメールのリストにあった数人にお金を振り込み、自分の友人や知人、親戚など多くの人にダイレクトメールを送っていました。キリギリスは収入が増えていくのを待っているところだと目を輝かせてアリさんに話しました。そして、アリさんにも「メール送るから是非やってみなよ！」と、しつこく勧めました。

しかし、アリさんはキリギリスの誘いをきっぱりと断りました。キリギリスは「こんなおいしい話を断るなんて馬鹿だなぁ…」とつぶやき、相変わらず歌を歌ったり、遊んでいました。

　アリさんたちはさらに一生懸命働き続けます。
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「みんなで力を合わせたおかげで仕事が早く終わったね。」
「これで暖かい冬を過ごせるね。」
「よかった、よかった。」
やがて夏は去り、秋がきて、そして寒い冬がやってきました…

冷たい雪の降る中を、ぼろぼろの服を着たキリギリスが、お腹を空かせて彷徨っていました。
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キリギリスがやっていたマネーゲームは、お金儲けができるどころか何ヶ月たっても収入が得られず、友人や知人、親戚たちは「騙された！」と怒ってしまい、キリギリスがお腹を空かせて困っていても助けてくれません。キリギリスは大事な友人、親戚までも失ってしまいました。
夏の間、遊んでいたのでお金も食べ物も持っていませんでした。

「寒いよ～、おなかが空いたよ～」
その時、キリギリスは一軒の家を見つけたのでした。
「あ～、暖かそうな家だ…。あそこに行って何か食べるものを恵んでもらおう…。」
窓から中を覗いて見ると、あの時のアリさんたちが沢山のご馳走を前に楽しそうにパーティーを開いているではありませんか。
キリギリスはドアを叩いて言いました。

「ごめんください。おなかが空いて死にそうなんです。お願いです。何か食べるものを恵んでくれませんか？」

アリさんはドアを開けて言いました。

「おやおや、キリギリス君。君はあの時なんて言ったんだっけ？楽して儲けようと思うからそういうことになるのさ。」

そう言われたキリギリスは夏の日に遊んでばかりいたことを大変反省し、大きな涙を流し謝りました。

「働くことがどんなに大切かわかりました。ごめんなさい。」

アリさんはキリギリスを許し、食べ物を分けてあげましたとさ。

マネーゲームと称するネズミ講の疑いがある商法

最近、インターネット上でマネーゲームと称して、リスト上の数人の銀行口座に一定のお金を振り込んだ後、リストの最上位者を削除して、下位の者の順番を繰り上げ、自らが最下位の位置に参加して、これをインターネットのダイレクトメール等で多数人に送りつけて勧誘する商法が横行しています。
中には「先に参加した者が抜けていくシステムなので違法性はない。」等と説明を加えているものも見受けられます。
このような行為については、詳細な組織実態等を把握しなければ、明確な判断を下すことはできませんが、組織のしくみ自体が加入者が無限に増加することを理論的な前提として成り立っているのであれば、加入者が抜けようが抜けまいが、あるいは、再加入を繰り返すという形であろうと、「無限連鎖講の防止に関する法律」に違反するいわゆるネズミ講となる可能性があります。
この法律では、ネズミ講の開設、運営はもとより勧誘行為等一切を禁止していますので注意が必要です。
